
10 月講座スタート

令和６年度 茨城県水戸生涯学習センター講座案内 ［後期］

7 23
火曜日

SANNOMARU COLLEGE

三 の丸
カレッジ

令和６年７月２３日（火）～９月６日（金）

※申込完了通知が送信されますのでご確認ください。（ただし、お使い
の機器の設定によりメールが届かない場合がございます。）確認
できない場合は、水戸生涯学習センターまでご連絡ください。

※令和６年度  生涯学習セミナー「推し活ライフのススメ」の申込
みは、Webのみとなりますので、ご注意ください。

※受講方法によりお支払い方法が異なりますのでご了承ください。

※定員に満たない講座については、定員に達するまで先着順に受け付けます。

■来所の場合：
■オンライン（Zoom）の場合：

講座開講日当日に、現金で納入ください。

受講決定通知書に記載された期日までに、指定の口座にお振込ください。

※いずれのお手続きにおいても、納入後、受講料の返金はいたしかねますので予めご了承ください。

● 天候や、やむをえない事情等で講師および講座日程や内容等が変更になることがあります。
● 駐車場は、「茨城県三の丸庁舎駐車場」をご利用ください。（なお、駐車台数に限りがあるため、公共交通機関の利用にご協力願います。）

※お振込み確認後、受講に必要な情報をメールで通知いたします。

三の丸カレッジ

   1.  受講希望講座名
   2.  氏名（ふりがな）
   3.  性別
   4.  年齢
   5.  郵便番号
   6.  住所 ※

   7.  電話番号
   8.  当講座を知った情報について※  
   9.  「生涯学習パスポート」の
　     有無（えんじ色の手帳）
 10.  個人情報等の取扱いについて※
　     ・同意する    ・同意しない
 11.  水戸生涯学習センターからの
　　 広報案内について
　     ・希望する    ・希望しない

【往復ハガキではございません。】
６※講座関係書類を確実にお届けできるよう、アパート・マンション等にお住
まいの場合には、アパート・マンション名及び部屋番号をご記入ください。

〔 申込期間 〕

〔 申込方法 〕

〔 受講決定 〕

〔 受講料のお手続き 〕

〔 その他 〕

 ８※　当講座を知った情報について
　　お申込みをする際のきっかけとなった情報について、具体的に書いてください。
　　（例）当センターホームページ・募集案内チラシ・ダイレクトメール・新聞等

10※　個人情報等の取扱いについて
　　ご提供いただいた個人情報は、「公益財団法人茨城県教育財団個人情報保護規定」等に基づき適切に管理し、当センターの事業に関する事務
のみに使用し、法令等に定める場合を除いて、第三者に開示することはありません。当センター事業で職員等が撮影した写真や映像、制作物、
感想文等の著作物を、当センターの広報等に使用する目的で、報告書や刊行物、インターネット（ソーシャルメディアを含む）等に掲載する
ことがあります。また、新聞社、雑誌社等が発行する刊行物やインターネットに記事・写真を掲載することもあります。なお、当センターが
インターネット上に公開した肖像及び著作物について、本人又は保護者から削除の依頼を受けた場合は、速やかに削除します。

申込者には、９月１１日（水）以降に受講の可否等を郵送でご連絡いたします。
定員を超えた講座は、茨城県水戸生涯学習センターで抽選を行います。

■ 郵送（ハガキ）：最終日当日消印有効

 １講座につきハガキ１枚、１名様のみでお願いします。
（記入項目は、右記をご参照ください。）

各講座案内のQRコードを読み取り、表示される申込み
ページからお申込みください。
または、下記の茨城県水戸生涯学習センターのホームページ
にアクセスし、「三の丸カレッジ」ページからお申込み
ください。

■ Web：最終日午後５時締切

お申込みの手引きお申込みの手引き

県内の生涯学習
情報 Web サイト

水戸生涯学習センター
ホ ー ム ペ ー ジ

「オンライン受講」希望者は、必ず「Web」よりお申込み
ください。



250年以上続いた江戸時代。その時代に生きた人々が
書き残したり、読み伝えた古典籍や古文書を読み解いてい
くと、江戸時代よりもはるかに発展した（ように見える）
現代社会の様々な課題を解決するためのヒントや知恵が
少なからず見つかります。
本講座では、「地域の解題解決」「防災・防犯等の危機
管理」「挨拶・礼法・接客」「心身の健康」「後継者育成」
などのテーマで、江戸時代の古典籍や古文書を読み解く
ことを通して、現代に生きる人にとっての有益なメッ
セージを学んでいきます。「人生100年
時代」を健やかで、心豊かな人生を送る
ための知恵を学んでみませんか。

現代社会の課題解決へのヒント
～江戸時代の知恵に学ぶ～

講師：往来物倶楽部　代表　小泉　吉永 氏

第１回
10⁄10（木）

頼杏坪（らいきょうへい）の地方行政に学ぶ　 【地域の課題解決】
　地方行政に捧げた頼杏坪（らいきょうへい）のその理念
と行動から、地域課題解決のヒントを学びます。

第２回
10⁄17（木）

江戸の防災・防犯心得に学ぶ　　 【防災・防犯等の危機管理】
　地震や火事等の防災や盗難等の防犯への対策等々、今に
通じる日常の防犯・防災等の心得を学びます。

第３回
10⁄31（木）

しつけとあいさつ教育・もてなしの心を学ぶ　【挨拶・礼法・接客】
　武士・庶民の区別なく日本人に根付いた文化の大切さを、
多彩な資料から学びます。

第４回
11⁄ 7（木）

江戸時代の養生論に学ぶ　　　　　　　　 　【心身の健康】
　現代社会に生きる私たちが傾聴すべき健康の秘訣（食事
や心の持ちよう等）を探っていきます。

第５回
11⁄14（木）

『親子茶吞咄（おやこちゃのみばなし）」と後継者育成【後継者教育】
　子供を一人前に育てるための心得が記されている、多くの
庄屋関係資料を通して、後継者育成へのヒントを学びます。

持続可能な地球環境を考える上で、気候変動対策と生物
多様性の保全は、もっとも重要な課題です。気候変動は
「気候危機」とも言われ、広く認識されるようになり
ましたが、生物多様性が意識されることはあまり多く
ありません。けれども生物多様性は人類の生存を支え、
様々な恵みをもたらすとともに、気候変動対策にも
大きく貢献します。
この講座では、なぜ気候変動対策と生物多様性の保全
を一体的に考える必要があるのか、また気候変動と
生物多様性の相互作用を考慮した対策
とはどのようなものかを詳しく解説し
ます。

第１回
10⁄ 5（土）

生物多様性と気候変動の概要
講師：茨城大学地球・地域環境共創機構　教授　田村　誠 氏

第２回
10⁄19（土）

気候変動による生態系への影響
講師：茨城大学理工学研究科　准教授　及川　真平 氏

第３回
11⁄ 2（土）

気候変動対策と生物多様性保全のトレードオフの事例：農業関連
講師：茨城大学地球・地域環境共創機構　講師　小寺　昭彦 氏

第４回
11⁄ 9（土）

気候変動対策と生物多様性保全のトレードオフの事例：
沿岸域関連
講師：茨城大学理工学研究科　教授　横木　裕宗 氏

第５回
11⁄23（土）

持続可能な地域環境へ「気候変動対策」と「生物多様性保全」
の同時解決へ向けて
講師：国立環境研究所気候変動適応センター
　　　副センター長　西廣　淳 氏
コーディネーター：茨城大学地球・地域環境共創機構
　　　　　　　　　教授　田村　誠 氏

スマホは家族との連絡、写真・動画、健康管理など、
生活を便利にするツールです。しかし、使い方に困った
り、もっと詳しく知りたいけど調べ方が分からない…
なんてことはありませんか？
そこで今回は、シニアの方向けに、スマホをもっと便利
に使うヒントを学んでいきましょう！家族や友人と
楽しくつながったり、趣味を楽しんだり、生活を便利に
したり…スマホの可能性を広げて、充実したスマホ
ライフを送りましょう！

※スマートフォンの貸出しはしておりませんの
で、ご自身でお使いになっているスマート
フォンをご持参ください。

講師：
【第１回～第４回】 株式会社SocialVitamin  代表取締役  奈良間　英樹 氏
【第３回、第４回】 株式会社UDワーク  代表取締役  前田　亮一 氏　

第１回
11⁄ 3（日）

気候変動対策と生物多様性の保全
～持続可能な地球環境のために～

スマホで広がる！
シニアライフ充実講座

スマホデビュー！基本操作と便利な機能
・電話・スマホの歴史：ガラケーからスマホへ！スマホってどんなもの？

・スマホの便利な機能：電話、メール、インターネット、動画、カレンダー 等

第２回
11⁄10（日）

スマホで写真を楽しもう！撮影から共有まで
・スマホカメラの基本機能：撮影モード、ズーム、フラッシュ 等

・スマホで写真を共有：SNSへの投稿、家族や友人への送信

第３回
11⁄17（日）

スマホを安全に使うための知識と対策
・パスワード管理方法：パスワードマネジャー等の活用方法

・プライバシー設定：SNS、共有などの設定方法

※ 茨城県警察本部サイバー企画課

第４回
11⁄24（日）

デジタル機器で健康的な生活を送ろう
・スマートウォッチや血圧計などのデジタル機器活用：使用方法、

健康管理への活用など

・オンラインリハビリ体験、健康活用：運動、食事、睡眠などに

関する情報収集など

「空の産業革命」とも言われるドローンに触れてみま
せんか？ドローンの免許が国家資格となり、日本国内
のドローンの市場規模は年々拡大しており、様々な事業
領域、ビジネス面でも需要が急増中。
本講座は、ドローンの将来性や、活躍が期待される分野
に焦点を当てながら基礎知識を学べるとともにドローン
の資格取得の参考となる内容となっています。前半２回
はドローンの基礎知識、後半２回は実技講習で実際に
ドローンを操縦します。ドローンの魅力を体感し、
趣味やお仕事の幅を広げましょう。

※本講座は、資格取得講座ではありません。
※第３回・第４回は現地研修となります。
現地研修会場：M-SPO（水戸市南町３丁目６－８）

第１回
11⁄ 2（土）

ドローンの基礎・注意点を学ぼう
講師：株式会社昭和自動車教習所  ドローン検定協会公認指導員（CRPI）
　　  大須賀　修 氏、山内　健太 氏

第２回
11⁄ 9（土）

ドローンの法令・安全対策を学ぼう
講師：株式会社昭和自動車教習所  ドローン検定協会公認指導員（CRPI）
　　  大須賀　修 氏、山内　健太 氏

第３回
11⁄16（土）

ドローンを飛ばそう　実技１
講師：株式会社昭和自動車教習所  ドローン検定協会公認指導員（CRPI）
　　  大須賀　修 氏、田原　和人 氏、山内　健太 氏、
　　  赤松　恭平 氏、金澤　優花 氏

第４回
11⁄30（土）

ドローンを飛ばそう　実技２
講師：株式会社昭和自動車教習所  ドローン検定協会公認指導員（CRPI）
　　  大須賀　修 氏、田原　和人 氏、山内　健太 氏、
　　  赤松　恭平 氏、金澤　優花 氏

ドローンプロジェクト　2024

［保険料］48円（2回分）（現地研修がありますので、別途傷害保険（48円）への加入が必要となります。）

受講方法　来所 　　定　　員　24人  

受  講  料　5,000円

時　　間　10:00 ～ 12:00（第1回・第2回）
　　　　  　9:30 ～ 12:30（第3回・第4回）

受講方法　来所　　　 定　　員　20人（60歳以上の方）

受  講  料　3,000円　　時　　間　13:30 ～ 16:00

受講方法・定員　来所 40人  ⁄ オンライン（Zoom） 90人

受 講 料　3,000円　　時　　間　13:30 ～ 15:30

受講方法　来所　　　　定　　員　40人
受 講 料　3,000円 時　　間　14:00 ～ 16:00

いま世界で何が起きているのか、その背景には何がある
のかー。
世界各地の現場で取材を重ねてきたジャーナリストが、
最新のニュースや「今、日本人が知るべき世界の問題・
課題」をわかりやすく徹底解説!!
激動する世界の情勢を学び、国際秩序が危機に瀕する今、
日本はどのように世界を眺望し、歩むべきか、そして、
私たち一人ひとりができることは何か考えます。
メディアが多様化し、フェィクニュースなどがはびこる
現代に情報とどう付き合っていくのか、
「ニュースの見方」も身につきます。

※前期を受講されていない方のご参加も
大歓迎です!!

世界を知る 2024（後期）
第１回
11⁄16（土）

第２回
11⁄30（土）

第３回
12⁄ 7（土）

第４回
12⁄14（土）

第５回
12⁄21（土）

 ～ジャーナリストから学ぶ国際情勢講座 ～ 欧州
講師：共同通信社　編集委員 兼 論説委員
          （元パリ支局長）　軍司　泰史 氏

中南米
講師：共同通信社　編集局外信部次長
          （元ロサンゼルス支局長）　大倉　喬之 氏

アメリカ
講師：共同通信社　論説委員
          （元ワシントン支局長）　半沢　隆実 氏

北朝鮮
講師：共同通信社　編集局 ニュースセンター 整理部長
　　　（元北京特派員（平壌支局長兼務））   井上　智太郎 氏

中国
講師：共同通信社　論説委員 兼 編集委員
          （元中国総局長）　塩澤　英一 氏

受講方法・定員　来所40人 ⁄ オンライン（Zoom）90人

受 講 料 3,000円　　時　　間　13:30 ～ 15:30

申込みはコチラ

申込みはコチラ

申込みはコチラ

申込みはコチラ

申込みはコチラ


